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プ
の
最
終
シ
ー
ル
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
ッ
プ
の
範
囲
は
、
主

に
エ
ン
ジ
ン
ま
た
は
ギ
ア
ボ

ッ
ク
ス
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
冷

却
シ
ス
テ
ム
、
燃
料
シ
ス
テ

ム
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
。
キ

ャ
ッ
プ
は
、
オ
イ
ル
、
冷
却
、

燃
料
、
ブ
レ
ー
キ
回
路
を
閉

じ
た
り
分
離
し
た
り
し
て
、

適
切
な
流
体
管
理
を
行
う
た

め
に
使
用
さ
れ
る
。

マ
イ
ル
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

を
有
し
て
い
る
。
発
生
し
う

る
金
属
粉
を
捕
捉
し
て
保
持

す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
プ
が

組
み
合
わ
さ
れ
る
製
品
の
品

質
と
寿
命
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

形
状
（
ト
ル
ク
ス
、
六
角
、

四
角
な
ど
）
、
特
殊
な
シ
ー

ル
ワ
ッ
シ
ャ
ー
（
金
属
製
ま

た
は
非
金
属
製
）
、
特
殊
な

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
（
磁
石
、

シ
ー
ル
パ
ッ
チ
）
な
ど
が
揃

っ
て
お
り
多
く
の
適
用
例
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
先
端
に
磁
石
部

自
動
車
用
締
め
付
け
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
、
Ｌ
ｉ
ｓ
ｉ

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉｖ
ｅ
（
仏
、

以
下
Ｌ
ｉ
ｓ
ｉ
）
の
専
門
家

チ
ー
ム
は
幅
広
い
種
類
の
キ

ャ
ッ
プ
を
開
発
し
て
き
た
。

Ｌ
ｉ
ｓ
ｉ
の
キ
ャ
ッ
プ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
、

し
、
③
Ｄ
Ｍ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

１
枚
で
簡
単
に
、
サ
ン
プ
ル

は
製
品
名
・
社
名
・
連
絡
先

を
記
載
し
て
提
供
―
の
戦
略

と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
賞
受
賞
に

つ
い
て
正
司
社
長
は
「
技
術

者
に
は
で
き
な
い
小
玉
氏
の

〝
掴
み
〟
の
あ
る
発
想
と
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
元
に
し

て
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
い
。
可

能
な
ら
『
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
３
※
７
月
２６
～
２６

２８

日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
』

出
展
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

同
社
へ
の
サ
ン
プ
ル
・
資

料
等
希
望
に
つ
い
て
は
、
電

話
０
４
２
２
―
５５
―
７
２
９

２
、e-m

ail

：sh
o
ji@

y

s-co
rp
.b
iz

、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

h
ttp

://w
w
w
.y
s-co

rp
.b
iz

ど
も
交
え
て
お
届
け
。

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
／
Ｄ
Ｍ
配
信
で

は
①
鉄
道
・
鉄
塔
・
橋
梁
・

重
工
業
・
重
機
・
建
設
・
宇

宙
・
航
空
向
け
で
営
業
リ
ス

ト
を
作
成
、
②
写
真
・
動
画

と
Ｄ
Ｍ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し

て
ね
じ
業
界
の
産
学
・
一
般

メ
デ
ィ
ア
・
消
費
者
を
巻
き

込
み
な
が
ら
、
製
造
販
売
協

力
会
社
と
同
製
品
を
必
要
と

す
る
採
用
候
補
企
業
を
探

と
な
っ
た
。

小
玉
氏
の
「
絶
対
に
ゆ
る

ま
な
い
ナ
ッ
ト
の
ゆ
る
ぎ
な

い
価
値
を
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
戦

略
」
で
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
「
構
造
解
析
と
２０
年
の
研

究
が
う
み
だ
し
た
ゆ
る
ま
な

い
ナ
ッ
ト
」
と
し
、
一
般
向

け
に
はT

w
itte

r

企
画
で

「
＃
ゆ
る
み
１
１
０
番
」
と

し
て
ナ
ッ
ト
の
ゆ
る
み
だ
け

で
な
く
部
下
の
気
の
ゆ
る
み

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
に
よ

る
膜
厚
を
出
し
た
平
滑
な
大

判
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
技
術
」

司
産
業
㈱
×
「
ス
ク
リ
ー
ン

印
刷
に
よ
る
新
た
な
魅
力
の

開
発
」
大
木
陽
平
氏
（
㈱
サ

イ
ド
）
と
、
「
貼
箱
製
造
で

培
っ
た
技
術
及
び
加
工
設

備
」
㈱
泰
清
紙
器
製
作
所
×

「
貼
箱
製
造
の
技
術
と
設
備

を
活
用
し
た
箱
だ
か
ら
で
き

る
玩
具
の
提
案
」
泉
伸
明
氏

（
㈱
キ
ュ
ー
）が
選
出
さ
れ
、

同
社
含
む
６
社
が
テ
ー
マ
賞

表
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
提

案
最
終
審
査
会
で
は
そ
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
１
件
、
優
秀

賞
２
件
を
選
出
・
発
表
。
今

回
は
最
優
秀
賞
に
テ
ー
マ

「
半
田
付
け
不
要
の
基
盤
ジ

ョ
イ
ン
ト
導
通
技
術
」
㈲
ケ

イ
・
ビ
ー
・
デ
ィ
×
提
案

「
プ
リ
ン
ト
基
板
の
新
し
い

使
い
方
を
提
案
す
る
サ
ウ
ン

ド
プ
ロ
ダ
ク
ト
」デ
デ
デ（
田

村
匡
將
氏
、
元
木
龍
也
氏
、

高
橋
窓
太
郎
氏
、
本
杉
一
磨

氏
）
。
優
秀
賞
に
「
大
型
シ

提
案
最
終
審
査
が
開
催
。
同

製
品
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
提

案
と
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小

玉
雅
雄
氏
（
㈱m

ag
ick

.

、

東
京
都
台
東
区
）に
よ
る「
絶

対
に
ゆ
る
ま
な
い
ナ
ッ
ト
の

ゆ
る
ぎ
な
い
価
値
を
伝
え
る

Ｐ
Ｒ
戦
略
」
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
テ
ー
マ
賞

に
輝
い
た
※
本
紙
１
月
９
日

号
、
１
月
２３
・
２３

３０
日
号
に
関

連
記
事
。

同
ア
ワ
ー
ド
は
テ
ー
マ
募

集
に
対
し
企
業
か
ら
の
応
募

（
申
し
込
み
）
の
あ
っ
た
技

術
の
中
か
ら
、
①
テ
ー
マ
審

査
、
②
テ
ー
マ
発
表
＋
提
案

募
集
開
始
、
③
提
案
一
次
審

査
、
④
提
案
二
次
審
査
を
経

て
、
企
業
の
テ
ー
マ
と
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
提
案
が
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
テ
ー
マ
賞
９
件
が
発

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
東
京

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー

ド
※
（
公
財
）
日
本
デ
ザ
イ

ン
振
興
会
」
に
申
し
込
ん
で

お
り
、
２
月
９
日
に
は
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
港
区
）
で

合
同
会
社
Ｙ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
東
京
都
武
蔵
野

市
、
正
司
康
雅
社
長
）
は
開

発
し
た
「
使
用
中
の
自
然
な

自
己
緩
み
の
無
い
ナ
ッ
ト
」

こ
と「
テ
ン
タ
ク
ル
ナ
ッ
ト
」

で
昨
年
春
か
ら
都
内
中
小
企

業
の
課
題
解
決
型
デ
ザ
イ
ン

寒
刊

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

長
）
。
番
組
終
了
後
は
徐
々

に
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

る
。六

角
穴
加
工
技
術
の
応
用

で
製
造
し
た
正
五
角
形
の

「
合
格
祈
願
ゴ
マ
」
も
こ
の

受
験
シ
ー
ズ
ン
で
好
評
だ
。

が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
の
視
聴

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
千
件
以

上
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い

う
。
「
五
角
」
＝
「
合
格
」

の
縁
起
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
現

在
は
長
瀨
神
社（
東
大
阪
市
）

の
授
与
品
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
「
４
月
に
ド
イ
ツ

の
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
に
行

き
、
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
最
新
情
報
を
収
集
し
、
５

月
の
東
京
で
の
電
子
機
器
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
示
会
に

役
立
て
た
い
」
と
、
飽
く
な

き
探
求
心
に
燃
え
て
い
る
。

ブ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活

用
。
小
さ
な
会
社
な
ら
で
は

の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で

展
開
し
て
い
る
。
昨
年
秋
に

『
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
』（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
系
）
か
ら
出
演
依
頼
が

来
た
の
も
、
リ
サ
ー
チ
会
社

が
同
社
の
動
画
サ
イ
ト
を

「
発
見
」
し
た
か
ら
だ
と
い

う
。「

そ
の
回
は『
儲
か
る
穴
』

と
い
う
テ
ー
マ
だ
っ
た
の

で
、
そ
れ
に
関
連
し
た
企
業

を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
る

う
ち
に
、
当
社
の
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
辿
り
着

い
た
よ
う
だ
。
動
画
配
信
の

開
始
当
初
は
再
生
回
数
も
少

な
く
辛
い
時
期
も
あ
っ
た

が
、
根
気
よ
く
続
け
て
成
果

が
生
ま
れ
た
」
（
三
宅
社

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
殊
ね
じ
と
共
に
特
殊
ね

じ
回
し
も
開
発
。
機
密
情
報

保
護
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

能
を
目
的
と
し
た
特
殊
形
状

の
ね
じ
回
し
は
注
文
も
多

い
。
他
人
に
開
け
ら
れ
た
く

な
い
ね
じ
に
つ
い
て
は
、
ね

じ
頭
の
形
を
規
格
外
に
し
、

特
注
の
ね
じ
回
し
の
み
で
開

け
る
よ
う
に
工
夫
。
ほ
か
に

も
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
六
角
穴

付
き
止
め
ね
じ
を
落
と
さ
ず

に
締
付
け
る
こ
と
が
可
能
な

ド
ラ
イ
バ
ー
も
開
発
し
て
い

る
。多

種
多
彩
な
製
品
の
加
工

を
行
っ
て
い
る
が
、
営
業
に

つ
い
て
は
既
存
顧
客
や
展
示

会
で
知
り
合
っ
た
潜
在
顧
客

に
、
最
新
の
取
り
組
み
な
ど

Ｍ
Ａ
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
メ

ル
マ
ガ
配
信
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企

業
で
あ
り
た
い
」
と
三
宅
社

長
は
語
る
。

３
年
前
に
は
Ｎ
Ｃ
複
合
旋

盤
（
シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー

㈱
製
）
の
最
新
鋭
機
を
導
入

し
、
難
削
材
の
精
密
な
部
品

製
作
に
役
立
て
て
い
る
。
低

周
波
振
動
切
削
機
能
が
備
わ

っ
た
最
新
の
制
御
技
術
に
よ

り
、
チ
タ
ン
や
ハ
ス
テ
ロ
イ

等
の
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
の
六
角

穴
付
き
ボ
ル
ト
も
容
易
に
対

社
以
上
と
お
取
引
が
あ
る
。

六
角
穴
で
困
っ
て
い
る
人
の

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
い

う
思
い
が
、
様
々
な
技
術
開

発
に
繋
が
っ
て
い
る
。
六
角

穴
で
困
っ
た
時
に
は
思
い
出

角
加
工
だ
け
の
依
頼
や
加
工

が
難
し
い
素
材
に
対
応
す

る
。
他
社
で
断
ら
れ
た
六
角

穴
に
関
わ
る
案
件
を
依
頼
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
ま
さ

に
「
最
後
の
切
り
札
」
「
駆

け
込
み
寺
」的
企
業
と
し
て
、

業
界
で
特
異
な
存
在
感
を
示

す
。「

当
社
は
何
よ
り
敷
居
が

低
く
お
問
い
合
わ
せ
し
や
す

い
の
が
売
り
。
会
社
は
小
さ

い
が
年
間
を
通
し
て
１
８
０

同
社
の
六
角
穴
加
工
は
独

特
で
、
旋
盤
を
使
っ
て
素
材

を
回
転
さ
せ
な
が
ら
刃
物
で

削
る「
回
転
ブ
ロ
ー
チ
加
工
」

と
五
角
形
の
刃
物
で
六
角
穴

の
コ
ー
ナ
ー
を
一
カ
所
ず
つ

突
く
「
シ
ェ
ー
パ
ー
加
工
」

を
採
用
。
旋
盤
以
外
に
も
プ

レ
ス
機
や
ス
ロ
ッ
タ
ー
盤

（
立
て
削
り
盤
）
、
ブ
ロ
ー

チ
盤
、
放
電
加
工
機
な
ど
の

協
力
会
社
の
加
工
技
術
を
駆

使
し
、
こ
だ
わ
り
の
強
い
六

㈲
三
喜
製
作
所
（
大
阪
府
東
大
阪
市
、
三
宅
喜
夫
社
長
）
は
六
角
穴
加
工
技
術
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
産
業
機
械
用
や
医
療
機
械
向
け
の
六
角
穴
ボ
ル
ト
と
六
角
穴
付
き
ド

ラ
イ
バ
ー
を
製
造
。
あ
わ
せ
て
長
年
培
っ
た
技
術
を
応
用
し
、
冷
間
鍛
造
や
転
造
加
工

で
は
対
応
が
難
し
い
形
状
や
材
質
の
ね
じ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
技
術
の
向
上
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
る
。
「
ニ
ッ
チ
な
需
要
」
に
対
応
し
つ
つ
、
既
成
概
念
か
ら
進
化
し
た

加
工
方
法
や
技
術
開
発
が
強
み
だ
。

ト
ル
コ
の
業
界
誌
「
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

マ
ガ
ジ
ン
」
は
２
０
２
３
年
１
月
／
２
月
号
を
発
行
し

た
。
同
誌
と
記
事
交
換
で
提
携
し
て
い
る
金
属
産
業
新

聞
は
欧
州
企
業
の
記
事
を
掲
載
す
る
。
（
同
誌
・
国
際

編
集
長
・
Ｎ
ｕ
ｒ
ｃ
ａ
ｎ

Ｄ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｚ
氏
よ
り
）

車
（
Ｍ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
用
に
特
別
に
設
計

さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
。

ま
た
、
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｖ
）
に
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
、
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の

オ
イ
ル
パ
ン
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ｌ
ｉ
ｓ
ｉ

キ
ャ
ッ
プ
は
、
自
動
車
部
門

だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
使
用
で
き
る
。

７
７
１
億
円
と
な
っ
た
。
内

需
は
７
カ
月
連
続
の
増
加
、

外
需
は
２７
カ
月
連
続
の
増

加
。
総
合
計
で
は
１１
・
８
％

増
加
の
２
５
２
８
億
円
と
な

り
、
２７
カ
月
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
。

内
需
に
つ
い
て
機
種
別
に

見
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
１４
・
１

％
増
加
の
８６
億
円
、
油
圧
シ

ョ
ベ
ル
４
・
５
％
増
加
の
２

２
９
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

０
・
６
％
増
加
の
６２
億
円
、

建
設
用
ク
レ
ー
ン
１
・
５
％

増
加
の
１
１
７
億
円
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
機
械
２６
・
１
％
増

加
の
３０
億
円
の
５
機
種
と
補

給
部
品
４
・
８
％
増
加
の
１

０
８
億
円
が
増
加
し
、
内
需

全
体
で
は
３
・
９
％
の
増
加

と
な
っ
た
。

外
需
に
つ
い
て
機
種
別
に

見
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
３９
・
２

％
増
加
の
２
５
０
億
円
、
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
２３
・
７
％
増
加

の
６
８
２
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
５
・
５
％
増
加
の
２
９

５
億
円
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン

８
・
５
％
増
加
の
５６
億
円
、

基
礎
機
械
１
９
２
・
６
％
増

（
一
社
）
日
本
建
設
機
械

工
業
会
の
発
表
し
た
１
月
の

建
設
機
械
出
荷
金
額
に
よ
る

と
、
内
需
は
前
年
同
月
比
３

・
９
％
増
加
の
７
５
７
億
円
、

外
需
は
１５
・
６
％
増
加
の
１

姶
逢

娃
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娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

加
の
３
億
円
、
油
圧
ブ
レ
ー

カ
・
圧
砕
機
１
・
９
％
増
加

の
９
億
円
、
そ
の
他
建
設
機

械
１８
・
２
％
増
加
の
２
６
５

億
円
の
７
機
種
が
増
加
。

地
域
別
に
見
る
と
、
北
米

が
２５
カ
月
連
続
で
増
加
、
ア

ジ
ア
が
２３
カ
月
連
続
で
増
加

す
る
な
ど
全
９
地
域
中
６
地

域
で
増
加
し
、
外
需
全
体
で

は
１５
・
６
％
の
増
加
と
な
っ

た
。

増
、
前
年
同
月
比
６
・
９
％

減
と
な
り
、
前
年
同
月
比
で

は
１３
カ
月
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
。
１
月
の
１
日
当
た
り

粗
鋼
生
産
は
２３
・
３
万
㌧
で
、

１２
月
の
同

１２

２２
・
３
万
㌧
比
４
・

６
％
増
と
な
っ
た
。

炉
別
生
産
で
は
転
炉
鋼
が

５
４
３
・
１
万
㌧
と
前
月
比

６
・
８
％
増
、
前
年
同
月
比

６
・
９
％
減
。
電
炉
鋼
が
１

７
９
・
１
万
㌧
と
前
月
比
１
・

４
％
減
、
前
年
同
月
比
６
・

９
％
減
と
な
り
、
前
年
同
月

比
で
は
転
炉
鋼
は
１３
カ
月
連

続
の
減
少
、
電
炉
鋼
は
６
カ

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
２
月
２２

日
、
１
月
の
鉄
鋼
生
産
概
況

を
発
表
し
た
。

銑
鉄
生
産
は
５
３
２
・
６

万
㌧
と
前
月
比
５
・
２
％
増
、

前
年
同
月
比
８
・
２
％
減
と

な
り
、
前
年
同
月
比
で
は
１３

カ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
。
粗
鋼
生
産
は
７
２
２
・

２
万
㌧
と
前
月
比
４
・
６
％

開発製品を説明する三宅社長
（本社内のショールームで）

会場内に設けられたブースにて
（左から）小玉氏、正司社長

テンタクルナット
パッケージのサンプル

デザイナーの小玉氏による
プレゼンテーション

デ
ザ
キ
ャ
ッ
プ
の
サ
ン
プ
ル

磁石付きキャップ

六
角
穴
加
工
で
存
在
感
示

六
角
穴
加
工
で
存
在
感
示
すす

三
喜
製
作
所

多
種
多
彩
な
製
品
開
発

「緩みの無いナット」にテーマ賞

Ｙ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

東京ビジネスデザインアワードで

Ｌｉｓｉ

自
動
車
向
け
、各
種
機
能
で

多
彩
な
キ
ャ
ッ
プ
展
開

他
に
は
例

え
ば
銅
や
バ

イ
マ
テ
リ
ア

ル
な
ど
の
シ

ー
ル
が
あ

り
、
欠
陥
の

な
い
軸
受
面

を
維
持
し
な

が
ら
キ
ャ
ッ

フランス

建設機械、１２％増に
１月 27カ月連続プラス

粗
鋼
、13
カ
月
連
続
の
減
少

1
月
の
鉄
鋼
生
産
概
況

・
下
腹
の
ゆ
る

み
ま
で
何
で
も

締
め
方
ご
相

談
。
ま
た
「
＃

カ
イ
セ
キ
の
キ

カ
イ
」
と
し
て

日
常
の
何
気
な

い
モ
ノ
の
動
き

を
解
析
視
点
か

ら
説
明
し
、
現

実
に
あ
り
え
な

い
思
考
実
験
な

spica
ハイライト表示

spica
ハイライト表示


